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体力測定・可動域測定を行っての
　　　　鷹取学園の利用者の状態と課題点
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　　　　鷹取学園の利用者の状態として、下記の点があげられた。
　　　各部位の状態　　　　　　　　　　　　　　　　ストレッチ方法
①太ももの筋肉が弱い　　　　　　　　　　⇒　大腿部のストレッチ
②足首が硬い　　　　　　　　　　　　　　⇒　足首の伸展（※注釈１）
③両腕の上がりが悪い　　　　　　　　　　⇒　上肢の屈曲・外転（※注釈２）
④それぞれの筋肉が伸び縮みする筋肉が弱い　⇒ 拮抗筋の分離運動の強化
· 注釈１：伸展～後ろに上げる動き、※注釈２：屈曲～前に上げる動き、外転～横に広げる動き、
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　　　　　　　　　　　　　　　こんな危険が･･････

○太ももの筋力が弱く、足首が硬い　⇒　段差につまずいたり、転倒の危険性あり

　　　○両腕の上がりが悪い　　　　　⇒　四十肩・五十肩になりやすく、生活に影響あり
　　　○伸び縮みする筋力が弱い　　　⇒　体が硬くなり、けがする危険性が増える
　　　　　これを受けて森光先生・有久先生と職員相談のもと、



　　　　　　　　　　　　　
　　　　が完成！
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